
常日頃からのご支援に対し心から感謝申し上げます。

令和２年９月１６日に菅新政権が発足しました。

佐藤信秋は

１．コロナ収束に向けた対策

２．国土の強靱化に配慮した積極的な経済対策

が何よりも重要と主張、実践して参ります。
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去る１２月１１日に国土強靱化５か年が決定致しました。
強靱化計画は見方によっては８０点から１００点、これも皆様のご支援の
おかげで、現時点では満足すべき結果かと思います。

１．長期的 ― ３年から５年に延長

２．拡充 ― 老朽化対策やらミッシングリンク解消など
３．規模拡大 ― ３年で７兆円から５年で１５兆円に。

約３割増
４．別枠 ― 通常予算に「加速化」として上積み
５．計画的に ― 閣議決定して K P I （数値目標）で政府とし

て約束。かって行なわれていた五ヶ年計画
とは雲泥の違い。かつての五ヶ年計画は、
要求官庁の言い分。今回は政府の約束。

６．当初予算で ― 今回は１５ヶ月予算で補正で大幅に前倒し。

従って、５年分の基本線は決まりです。

令和2年11月11日(水)国土強靱化推進本部 令和2年7月22日(水)令和２年豪雨災害対策本部

令和2年7月10日(金)
国土強靱化推進本部及び令和２年豪雨災害対策本部

令和元年10月29日(火)
令和元年台風１９号非常災害対策本部

国土再生クラブ
入会のお願い

http://www.kokudo-saisei.net/

メール会員QRｺｰﾄﾞより空メール

本内容は、のぶあき通信２４６号にて配信
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(ａ)令和２年度公共事業費当初国費 約６．１

(ｂ)令和２年度公共事業費当初国費
国土強靱化緊急３か年

約０．８

(ｃ)令和２年度第３次補正国費
国土強靱化加速化５か年

約１．７

(ｄ)令和３年度公共事業費当初国費 約６．１

(ｃ+ｄ)／(ａ+ｂ) 概ね１．１３

事業規模 概ね１５兆円

うち公共インフラ関係 概ね ６割程度

所要総国費 概ね ７兆円台半ば

うち公共インフラ関係 概ね ８割程度

表－１ 国土強靱化５か年加速化対策

表－２ 国土強靱化予算関係国費 （国費：兆円）

佐藤信秋事務所作成
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建設産業を新３K（給料、休日、希望）の 

魅力ある職場に 
 

１． 新３K（給料が良い、休日が取れる、希望が持てる）の職場にしよう！ 

２． 新３K実現の為の想いを結実させた品確法の改正！ 

３． 従業員の給与、賃金のアップを！ 

  
４． 適正な積算を！ 

５． 落札率をあげること！ 

６． 工期の平準化！ 

７． 経営環境の改善！                            

Ｈ２１ ＋１．１％    Ｒ１ ＋４．３％ 

（建設業売上高営業利益率、財務総合政策研究所法人企業統計調査より） 

 

８． インフラの整備管理費用（公共事業関係費）をあげること！     

 (国費 単位：兆円、年度) 

  R2 当初 R2 強靱化緊急 R2 三次補正 R3 当初（案） 

全国 ６.1  0.8 1.7 6.1 

R2 三次補正は国土強靱化のための５か年加速化対策分 

９． 事業の長期的見通しを！                         

R3 年から R7 年まで強靱化加速化対策で５か年１５兆円、R３年度分は R2 年度第三次補正で前倒し。 

設計業を新３K（給料、休日、希望）の 

魅力ある職場に 
 

１． 新３K（給与が良い、休日が取れる、希望が持てる）の職場にしよう！  

２． 新３K実現の為の想いを結実させた品確法の改正！ 

３． 従業員の給与、賃金のアップを！ 

  
４． 適正な積算を！ 

５． 落札率をあげること！  

Ｈ１９に測量設計業務にも低入札調査基準を設置。 

６． 工期の平準化！ 

７． 経営環境の改善（営業利益率）！ 

設計業務 ： Ｈ２２ ＋２．６％  Ｈ２９ ＋７．６％ 

地質業務 ： Ｈ２２ ＋１．９％  Ｈ２９ ＋６．６％ 

測量業務 ： Ｈ２２ ＋１．６％  Ｈ２９ ＋４．３％ 

（国土交通省建設市場整備課資料より） 

 

８． インフラの整備管理費用（公共事業関係費）をあげること！ 

(国費 単位：兆円、年度) 

  R2 当初 R2 強靱化緊急 R2 三次補正 R3 当初（案） 

全国 ６.1  0.8 1.7 6.1 

R2 三次補正は国土強靱化のための５か年加速化対策分 

９． 事業の長期的見通しを！ 

R3 年から R7 年まで強靱化加速化対策で５か年１５兆円、R３年度分は R2 年度第三次補正で前倒し。 

 


